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　先人り・雪）によれば，pyrophosphateその他の諸勢物は，
glycerol筋のATP短縮に対し，弛緩作用を有することを
報告しているが，永井：s）はかかる弛緩作用が脱hys七resis
効果と同様の機溝で起ることを指摘している。著者はhis－
tamine，　caffeln　sodi　um　benzoate，　phenobarbital等の諸
藥物が同様弛緩作用を有することを見出したが，上述の見
地から著者はこれら諸神物の脱hystresis作用に関しても
詳細に研究したので，以下その成績を発表し，その作用機
構についても論及したい。
　　　　　　　　　　実瞼方法
1．glycero1筋の作製方法
　丸1上14）に同じ。
2．実験方法
　1）弛緩実験＝前報5）に同じ。
　2）　脱H：ysteresis実験：　前報の｝こ同じ0
3．藥　物
　1）ATP溶液：前報6＞に二同じく0．2％（4×10一・3　M［）溶液
を使用した。
　2）Histamine：10－1M，5×　10『L’　M，10－L’Mの3種を
用いた。なお10－1MでpH　3．71である。
　3）Caffein　sOdium　benzoate　：10％，5％，1％の3種
を用いた。なお10％でpH　7．42である。
　4）Phenobarbital：10％，5％，1％の3種を用いた。
10％でpH　9．46ある。　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　実駿成績
　1．弛緩効果
　His七amine，　caffein　sodium　benzoate，　phenobarbitial
はATP短縮せるglycerol筋に対して，荷重下で著明な弛
緩作用を有する。しかしてヒの弛緩作用は，温度並びに濃
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x本実験は昭和28年（1953年）末までに完了したものである。
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　Fig．　2．　The　eff’ect　of　eaff’ein　sodium　ben－
zoate　in　varied　eoncentrations　on　the　ATP
contraction　of　glycerinated　muscle　fiber．
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　Fig．　3．　The　eff’eet　of　phenobarbj　tal　in
varied concentrations　on　七he　ATP　contrac噂
tion　of　glyeerinatea　muscle　fibdr．
度に関係し，温度の上昇，濃度の増大とともに，弛緩が増
加する傾向を認めた。
　2．脱hysteresis作用
　Fig．1，2，3に示す如く
　1＞Histamine（Fig．1）10－2Mにおいては殆ど影響ない
が5×10一2Mに至り，塩濃度全範囲にわたり軽度の短縮抑
制が認められ，10司Mに達するとかかる傾向がさらに著明
になる。
　2）Caff’ein　sodium　benozoa七e（Fig．2）1％では殆ど対
照例と変りないが，5％に至るとATP短縮の塩濃度範囲
は0．04～0．3Mに狭まり，さらに10％に達すると，かかる
傾向の増大とともに，短縮は全般的に抑制される。
　3）Phenobarbital（Fig．3）1％においては，ややATP
短縮の塩濃度範囲の狭少を見，5％に至るとかかる傾向の
増大とともに，短縮は全般的に抑制される。10％に達する
とこれがさらに著明に現われてくる。
考 按
　以上の成績を著者が前報5）において述べた，pyroPhos－
pha七eの成績と比較するに，まず弛緩作用並びに外観上の
変化に関しては全く同様である。ことに弛緩作用について
は藥物濃度の増大並びに温度の上昇とともに弛緩が増加す
る傾向はpyrophosphateの場合と同様である。
　弐に脱hysteresis作用に関して，　caffein　sodium　ben一
zoate，　Phenobarbitalにおいては，全くpyrophosphate
と同様であり，従ってその作用機溝についても同様で，濃
度によりAM分子問のcohesionの切断ないしはAMの解
．離を来すものと考えられる。またこれ早耳物の化学購造を
見るに，caff’ein　sodium　benzoateはpurine　baseを有し
adenosine　nucleotideに類似し，またphenobarbitalは
ureaを含有することより，これ等藥物の作用がurea或
はATP等の弛緩作用に類似する点は二二がある。
　これ反し，histamineはpyrophosphateと明かに異な
り，稀濃度においても，塩濃度全範囲にわたり短縮が抑制
される。これは別報7》に述べる酸の脱hys七eresi　s作用と
類似し，且つまた0．1MのhistamineのpHが3．71を示
すことから，酸の作用も考慮しなければならない。しかし
ながら別報7）に述べる酸の作用から，かかるpH域ではそ
の影響は差程著明でなく，h～＄tamine自体の作用をも考え
ねばならない。
　従ってhistamineに関しては，　pyrophospbateと異な
った作用機購を考えねばならず，これに対してはAM分子
聞のcohesionと同時にAMの結合に対しても作用し，　AM
の解離までも起すものと考える。
　なおし．vargas）によればhistamineはrabbit　posasの
glycerol筋の性質を蛙筋のそれに近づける作用があると
いう。即ちrabbit　psoas　glycerol筋のATPによる張
カー濃度曲線は低温側にずれる。もしこれが事実なりとせ
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ば，この現象とわれわれの以上の成績との関連は今後興味
ある問題であろう。
　しかし1．．VargaS）の成績は0．01～0．1％の濃度範囲に最
大作用ありとするも，これはわれわれのそれに比し遙に低
濃度（10一］M÷18％）である点に注目を要する。
　弐にかかるATP以外の，　hjgh　energy　bondを持たざる
histamine，　caffein　sOdium　benzoate，　phenobarbitalそ
の他の諸藥物が，glycerol筋に対し弛緩作用を有する事実
は，弛緩がATP非特異的なpassiveなprocessであると
するわれわれの見解をさらに裏づけるものと考える。
従って，弛緩はATP分解のenergyを必要とするactive
なprocessであると主張するA．　Szent－Gyδrgyig）の説は
’首肯し難い。
結 論
　著者はhistamine，　caff’ein　sodium　benzoate，　pheno－
barbital等がglycerol筋に対し弛緩作用を有するtとを
見い出し，且つこれに対する温度並びに濃度の関係は，
pyrophosphateと同様であることを認めた。
　またこれ等諸藥物の脱hysteresis作用に関しcaffein
sodium　benzoate，　phenobarbitalはpyrophosphateと
同様な傾向を示すが，histamineのみは異なり，　KCI濃度
に関係なく全般的にATP短縮を抑制する傾向を認めた。
　以上の成績に基づき，これら藥物の弛緩並びに脱hyste－
resis作用の機講を考察した。またあわせて弛緩はATP非
特異的なpassive　processであるこ≧を強調した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（日召和31．　1．20受f寸，
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Summary
　　　The　influences　of　histamine，　caffein　sodium　benzoate　4nd　phenobarbital　on　ATP
contraction　of　glycerinated　muscle　fiber　were　studied．
　　　1）　The　ATP　contraction　of　glycerinated　muscle　fiber　was　inhibited　by　these　agen’ts
without　load．
　　　2）　Under　loaded　conditions，　the　coexistence　of　these　agents　caused　remarkab！e　re－
　laxation　of　the　fiber．
　　　3）　The　mechanism　of　the　effects　of　these　agents　on　the　glycerinated　muscle　fibers
’　was　discussed，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Jan．　20，　1956）
